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論文内容の要旨

本論文は乗法群の」般等分点の代数的算術的理論としてのクンメ Jレ体の理論を任意の群多様体のアイソ

ジェニイに関する理論に拡張し，かついくつかの関連する問題を取り扱うのを目的とする今特に代数体上

のアーベル多様体の有理点についていくつかの結果をあたえるゥ

81 では群多様体の任意の分離的アイソジェニイに対し，クンメ Jレの双対性に相当するクンメノレ系列を

与え，定義体が特別な体の場合にその性質を調べるつ定義体が大局的な体の場合にはアーベル多様体の弱

有限性定理の自然な拡張として，任意の群多様体に関する弱単数定理が得られるは 2) 。

83 以下においては，専らアーベノレ多様体を対象とするのこの場合には，一般等分点の体はクンメル生

成元により具体的に構成されるは 3) 。

84 では代数体上のアーベ Jレ多様体の有理点のなす群( 有限生成であることが知られている)の階数

を研究するの主要な結果は，階数の一般的な 1 つの評価式と， 、適当な虚数乗法をもっ単純なアーベル多

様体については，定義体に虚数乗法の体の双対型の体を合成すると丁度階数が拡大の次数倍になるかとい

う定理であるの乙れより著者はヂリクレの単数定理に類似した 1 つのこ予想を樹てた外

最後の 8 5 では 3 次方程式の分解体の考察から出発し，ある種の楕円曲線のアイソジェニイを取り扱い，

それに関連して類数が 3 で訓れる代数体を研究する n

論文の審査結果の要旨

群多様体の整数論は従来から，種々の万法と見地から研究されているが，そのうちで，等分点の研究と

有理点の有限生成性に関する研究が特に盛んに行なわれている。

木論文では，この主題をかなり一般的に問題とするっすなわち，詳多様体上の，ある定まった有限次代
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数体 h の上に座標を持った点 (k 上の有理点と呼ぶ)の整数論がさまざまな方向からなされている。第 1

の問題は，一般の群多様体 G の isogeny の場合に Kummer 拡大の理論を拡張することである。これは

Weil, Lang, Tate などによれすでに論じられているが，著者は，これらの結果を含む一般的な定理を与

えている。同じ思想、圏内において ， k の与えられた有限個の素点にのみ分母をもっG の有理点を考察し，

これが代数体の単数辞と類似な性質をもつことに注意している。またG が特にアーベノレ多様体Aの場合に

A の一点の m分点のつくる拡大体の Kummer 生成元が具体的に与えられる。論文の以下の部分は同じく

アーベル多様体 A の h 上の有理点の作る群の階数 Pk(A) の研究でこの論文の最も興味ありまた重要な結

果であると思われる。まず類体論の分岐に関する結果を援用して， Pk(A) の一つの上界を ， k の有理数体

上の次数と k の類群のある素数J に関する階数の一次式として与える。

次に A が十分多くの虚数乗法を持つ場合に， Pk(A) と k のある拡大体K についての Pk(A) との聞の

精密な関係を得ている。これらは，今まで非常に特別な場合にのみほとんど実験的なやり方で求められて

いた結果をはじめて一般的な定理の形にとらえたものといえよう。今後この万面で，これ以上の結果を得

ることは非常に困難であるように思われるが，著者は更に， Pk(A) についての一つの興味ある推測を与え

ている。

最後の章は，この論文の動機のーっとなっている所の問題で， 2 次体， 3 次体を楕円曲線の isogeny と

の関連において論じ，それらの代数体の類数が 3 の倍数になるための条件を与えている。

以上本田君の研究は，群多様体の整数論の一つの方向において，深い結果を与え，また，種々の問題に

ついて，多くの新知見を与えているものである。よってこの論文は理学博士の論文として十分の価価があ

るものと認める。
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